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① 製品区分別売上高構成比/主要製品

売上高82,534百万円
製品区分別の構成比

•炊飯調理
炊飯ジャー

•湯沸調理
電気ポット

•電気調理
オーブントースター
ホットプレート

•レンジ調理
オーブンレンジ

調理家電
生活家電

•空調・冷暖房
加湿器

•キッチン家事
食器乾燥機

・その他生活家電

• ガラスマホービン

ガラスポット

• ステンレスマホービン

ステンレスボトル

• その他リビング

リビング
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Ⅰ. 2022年11月期 連結決算実績
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② 業績推移

営業利益率
売上高
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営業利益

（百万円）
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Ⅰ. 2022年11月期 連結決算実績

74,947
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③ 四半期業績比較

25,369 

18,810 

15,409 

19,521 

24,203 

15,615 

15,962 

19,165 

24,698 

17,805 

15,413 

19,754 

26,500 

18,746 
16,676 

20,610 

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

2019/11月期 2020/11月期 2021/11月期 2022/11月期

Ⅰ. 2022年11月期 連結決算実績

3,069 

1,016 

17 
1,340 

2,828 

294 
798 

1,519 

3,646 

1,195 

307 

1,250 

3,979 

865 

△269

88 
0

1000

2000

3000

4000

5000

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

2019/11月期 2020/11月期 2021/11月期 2022/11月期

売上高 四半期比較 単位:百万円

営業利益 四半期比較 単位:百万円

5



Treasuring Everyday Life

売上面

④ 決算の概要

売上高
82,534百万円

対前年同期

＋4,861百万円

＋6.3％

6
6

国内売上高 +1,468百万円（対前年同期）

 調理家電:炊飯ジャーは好調に推移し、前年実績を上回った。
電気ケトルも好調に推移したが、電気調理器具では、ホットプレートやオーブントースターなどが
巣ごもり需要の反動減が大きく、前年実績を下回った。
９月に新カテゴリ商品として発売したオーブンレンジが好調に推移し、売上増加に寄与した。

 リビング:「シームレスせん」を搭載したステンレスマグやステンレスキャリータンブラーが販売を牽引し、前年実績を上回った。

 生活家電:加湿器が好調に推移し、前年実績を上回った。

 収益認識基準適用による影響額:△1,640百万円

海外売上高 ＋3,392万円（対前年同期）

 調理家電:炊飯ジャーが、北米や中国、台湾、東南アジアで好調に推移した。
電気ポットは東南アジア、電気調理器具は中国で好調に推移した。

 リビング:ガラスポットの販売は好調だったが、ステンレスボトルが低調に推移した。

利益面

 売上高要因 ＋1,022百万円

 売上総利益率要因 +187百万円

 販売費及び一般管理費要因 △411百万円

営業利益
4,664百万円

対前年同期

△1,734百万円

△27.1％

Ⅰ. 2022年11月期 連結決算実績

 収益認識基準適用による影響 △420百万円

 為替の影響 △2,112百万円
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（単位:百万円、％）
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⑤-ⅰ損益計算書（P/L）

2021年11月期 2022年11月期 対前年同期

金額 構成比 金額 構成比 増減額 増減率

売上高 77,673 100.0％ 82,534 100.0％ 4,861 6.3％

売上総利益 26,649 34.3％ 24,985 30.3％ △1,664 △6.2％

販売費及び一般管理費 20,250 26.1％ 20,320 24.6％ 70 0.3％

営業利益 6,399 8.2％ 4,664 5.7％ △1,734 △27.1％

経常利益 6,791 8.7％ 5,815 7.0％ △976 △14.4％

親会社株主に帰属する
当期純利益 4,509 5.8％ 3,658 4.4％ △850 △18.9％

Ⅰ. 2022年11月期 連結決算実績

第１四半期連結会計期間の期首より「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年３月31日)等を適用しております。
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（単位:百万円、％）
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2021年11月期 2022年11月期
旧基準組替 対前年同期

金額 構成比 金額 構成比 増減額 増減率

売上高 77,673 100.0％ 84,174 100.0% 6,501 8.4%

売上総利益 26,649 34.3％ 26,625 31.6% △23 △0.1%

販売費及び一般管理費 20,250 26.1％ 21,540 25.6% 1,290 6.4%

営業利益 6,399 8.2％ 5,084 6.0% △1,314 △20.5%

経常利益 6,791 8.7％ 5,794 6.9％ △997 △14.7％

親会社株主に帰属する
当期純利益 4,509 5.8％ 3,637 4.3％ △872 △19.3％

2021年と2022年の比較ベースとなる会計基準を揃えるために、
「収益認識に関する会計基準」の影響がないと仮定した場合の数値
（あくまでも参考であり、実際の業績は前ページをご覧ください）

参考

Ⅰ. 2022年11月期 連結決算実績

⑤-ⅱ損益計算書（P/L）旧基準比較
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⑥ 地域別製品区分別売上高/営業利益
（単位:百万円、％）

9

Ⅰ. 2022年11月期 連結決算実績

2022年11月期

日本

海外

合計アジア
北中南米 その他 計

内、中国

調理家電 40,181 10,463 4,376 8,355 6 18,825 59,007

[対前年同期 増減率] 0.7％ 11.3％ 14.0% 28.8％ △64.2% 18.3% 5.7%

リビング 7,703 7,339 4,470 1,368 653 9,361 17,065

[対前年同期 増減率] 9.1％ △1.9％ △11.5％ 23.6％ 14.2％ 2.2％ 5.2％

生活家電 4,245 288 25 ― ― 288 4,533

[対前年同期 増減率] 11.5％ 344.2％ 11,912.5％ ― ― 344.2％ 17.1％

その他 1,333 515 174 74 4 594 1,927

[対前年同期 増減率] 8.5％ 30.0％ 60.4％ △48.4％ 104.9％ 9.4％ 8.8％

売上高 53,464 18,606 9,047 9,799 664 29,069 82,534

[構成比] 64.8％ 22.5% 11.0％ 11.9％ 0.8％ 35.2％ 100.0％

[対前年同期 増減率] 2.8％ 7.3% 0.5% 26.6% 12.2% 13.2% 6.3%

営業利益 469 2,771 1,187 1,428 △4 4,194 4,664

[利益率] 0.9％ 14.9％ 13.1％ 14.6％ △0.7％ 14.4％ 5.7％

[構成比] 10.1％ 59.4％ 25.5％ 30.6% △0.1％ 89.9％ 100.0％

[対前年同期 増減率] △85.9％ 15.9% △10.7% 93.9% △92.9% 37.1% △27.1%
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⑦ 地域別製品区分別売上高
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（単位:百万円）

Ⅰ. 2022年11月期 連結決算実績
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⑧ 製品区分別売上高（詳細）
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Ⅰ. 2022年11月期 連結決算実績

（単位:百万円、％）

2021年11月期 2022年11月期 対前年同期

金額 構成比 金額 構成比 増減額 増減率

売上高 77,673 100.0% 82,534 100.0％ 4,861 6.3%

炊飯調理 35,098 45.2% 37,644 45.6% 2,546 7.3%

湯沸調理 8,612 11.1% 9,314 11.3% 701 8.1%

電気調理 12,095 15.6% 11,126 13.5% △968 △8.0%

レンジ調理 ― ― 921 1.1% 921 ―

調理家電 計 55,806 71.8% 59,007 71.5% 3,201 5.7%

ガラスマホービン 1,223 1.6% 1,395 1.7% 172 14.1%

ステンレスマホービン 14,900 19.2% 15,521 18.8% 620 4.2%

その他リビング 98 0.1% 148 0.2% 50 50.6%

リビング 計 16,222 20.9% 17,065 20.7% 842 5.2%

空調・冷暖房 2,762 3.6% 3,553 4.3% 790 28.6%

キッチン家事 545 0.7% 499 0.6% △45 △8.4%

その他生活家電 563 0.7% 480 0.6% △82 △14.7%

生活家電 計 3,871 5.0% 4,533 5.5% 662 17.1%

その他 1,772 2.3% 1,927 2.3% 155 8.8%

◇炊飯調理…炊飯ジャー ◇湯沸調理…電気ポット・ケトル ◇電気調理…ホットプレート・コーヒーメーカー・オーブントースター ◇レンジ調理…オーブンレンジ ◇ガラスマホービン…ガラスポット

◇ステンレスマホービン…ステンレスボトル・タンブラー・フードジャー ◇空調・冷暖房…加湿器・空気清浄機 ◇キッチン家事…食器乾燥機 ◇その他…飲食事業 など
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リビング製品 生活家電 その他

⑨ 売上高増減要因 対前年同期

2021年11月期 2022年11月期
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⑩ 営業利益増減要因 対前年同期
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Ⅰ. 2022年11月期 連結決算実績
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⑪ 貸借対照表（B/S）

2021年11月20日 2022年11月20日 増減額

流動資産 77,450 84,955 7,505

現金及び預金 37,274 34,119 △3,154

商品及び製品 19,796 25,271 5,475

その他 20,379 25,564 5,184

固定資産 24,463 26,229 1,765

有形固定資産 13,418 14,409 990

無形固定資産 616 629 13

投資その他の資産 10,428 11,189 760

資産 合計 101,913 111,184 9,270

負債 合計 25,076 29,906 4,829

純資産 合計 76,837 81,278 4,441

負債純資産 合計 101,913 111,184 9,270

14

（単位:百万円）

Ⅰ. 2022年11月期 連結決算実績
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⑫ キャッシュ・フロー計算書

2021年
11月期

2022年
11月期 増減額

営業活動による
キャッシュ・フロー 5,150 △279 △5,429

投資活動による
キャッシュ・フロー △799 △2,586 △1,786

財務活動による
キャッシュ・フロー △2,365 △2,923 △557

現金及び現金同等物に
係る換算差額 642 1,656 1,014

現金及び現金同等物の
増減額 2,627 △4,132 △6,759

現金及び現金同等物の
期首残高 32,582 35,209 2,627

現金及び現金同等物の
期末残高 35,209 31,077 △4,132

15

Ⅰ. 2022年11月期 連結決算実績

（単位:百万円）

期首
35,209

期末
31,077

△279
営業CF

△2,923
財務CF 1,656

換算差額

△2,586
投資CF

定期預金の払戻 +3,500
定期預金の預入 △4,251
設備投資 △1,712

配当金支払 △2,433

税引前利益 +5,711
減価償却費 +1,963
仕入債務増加 +682
棚卸資産増加 △6,934
法人税等支払 △2,204



Ⅱ. 2023年11月期 連結業績予想
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① 業績予想
（単位:百万円、％）
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Ⅱ. 2023年11月期 連結業績予想

減価償却費 1,961 ― 1,264 ― △697 △35.6%

設備投資額 2,457 ― 2,955 ― 497 20.3％

研究開発費 882 ― 927 ― 45 5.1％

2022年11月期 2023年11月期
業績予想 対前年同期

金額 構成比 金額 構成比 増減額 増減率

売上高 82,534 100.0％ 83,500 100.0% 965 1.2％

売上総利益 24,985 30.3％ 24,950 29.9% △35 △0.1%

販売費及び一般管理費 20,320 24.6％ 21,050 25.2% 729 3.6%

営業利益 4,664 5.7％ 3,900 4.7% △764 △16.4％

経常利益 5,815 7.0％ 4,300 5.1% △1,515 △26.1％

親会社株主に帰属する
当期純利益 3,658 4.4％ 3,000 3.6% △658 △18.0％
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② 地域別製品区分別売上高
Ⅱ. 2023年11月期 連結業績予想
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2023年11月期 業績予想

日本

海外

合計アジア
北中南米 その他 計

内、中国

調理家電 40,460 11,080 4,450 8,950 10 20,040 60,500

[対前年同期 増減率] 0.7％ 5.9％ 1.7％ 7.1％ 55.8％ 6.5％ 2.5％

リビング 6,940 7,590 4,780 1,400 590 9,580 16,520

[対前年同期 増減率] △9.9％ 3.4% 6.9％ 2.3％ △9.7％ 2.3％ △3.2％

生活家電 4,100 420 50 ― ― 420 4,520

[対前年同期 増減率] △3.4% 45.8% 98.1% ― ― 45.8％ △0.3％

その他 1,700 240 10 20 ― 260 1,960

[対前年同期 増減率] 27.5% △53.4％ △94.3％ △73.3％ △100.0％ △56.3％ 1.7％

売上高 53,200 19,330 9,290 10,370 600 30,300 83,500

[構成比] 63.7％ 23.1％ 11.1％ 12.4％ 0.7％ 36.3％ 100.0％

[対前年同期 増減率] △0.5％ 3.9％ 2.7％ 5.8％ △9.6％ 4.2％ 1.2％

（単位:百万円、％）
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③ 製品区分別売上高（詳細）
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Ⅱ. 2023年11月期 連結業績予想

（単位:百万円、％）

2022年11月期 2023年11月期 対前年同期

金額 構成比 金額 構成比 増減額 増減率

売上高 82,534 100.0％ 83,500 100.0% 965 1.2%

炊飯調理 37,644 45.6% 36,450 43.7% △1,194 △3.2%

湯沸調理 9,314 11.3% 9,270 11.1% △44 △0.5％

電気調理 11,126 13.5% 10,950 13.1% △176 △1.6％

レンジ調理 921 1.1% 3,830 4.6% 2,908 315.5%

調理家電 計 59,007 71.5% 60,500 72.5% 1,492 2.5%

ガラスマホービン 1,395 1.7% 1,480 1.8% 84 6.0%

ステンレスマホービン 15,521 18.8% 14,900 17.8% △621 △4.0%

その他リビング 148 0.2% 140 0.2% △8 △5.9%

リビング 計 17,065 20.7% 16,520 19.8% △545 △3.2%

空調・冷暖房 3,553 4.3% 3,580 4.3% 26 0.7%

キッチン家事 499 0.6% 460 0.6% △39 △7.9%

その他生活家電 480 0.6% 480 0.6% 0 △0.2%

生活家電 計 4,533 5.5% 4,520 5.4% △13 △0.3％

その他 1,927 2.3% 1,960 2.3% 32 1.7％

◇炊飯調理…炊飯ジャー ◇湯沸調理…電気ポット・ケトル ◇電気調理…ホットプレート・コーヒーメーカー・オーブントースター ◇レンジ調理…オーブンレンジ ◇ガラスマホービン…ガラスポット

◇ステンレスマホービン…ステンレスボトル・タンブラー・フードジャー ◇空調・冷暖房…加湿器・空気清浄機 ◇キッチン家事…食器乾燥機 ◇その他…飲食事業 など
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調理家電 リビング製品 生活家電 その他

20

2022年11月期 2023年11月期
（業績予想）

83,500
湯
沸
調
理

電
気
調
理

炊
飯
調
理

82,534

ガ
ラ
ス
マ
ホ
ー
ビ
ン△1,194

売上高 営業利益

ス
テ
ン
レ
ス
マ
ホ
ー
ビ
ン

そ
の
他
リ
ビ
ン
グ

そ
の
他

生
活
家
電
計

売
上
増
加

売
上
総
利
益
率
減
少

販
管
費
増
加

4,664

3,900

32

2022年11月期 2023年11月期
（業績予想）

292

④ 売上高/営業利益増減要因 対前年同期
（単位:百万円）

Ⅱ. 2023年11月期 連結業績予想
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Ⅲ. 株主還元

（円）

21
21

※2018年11月期については、100周年記念配当8.0円が含まれております。

当社は、株主に対する利益還元を重要政策の一つであると考えており、企業基盤の強化ならびに将来の事業展開のための内部留保や収益見通し
などを総合的に勘案しながら、連結配当性向50％以上を目安として安定的な配当の維持に努めていく所存です。
また、自己株式取得を含め、2023年-2025年の3ヵ年累計の総還元性向を100％以上とする方針であります。

方針

連結配当性向



Ⅳ. 新中期経営計画 「SHIFT」



Treasuring Everyday Life 23



Treasuring Everyday Life 24



Treasuring Everyday Life 25



Treasuring Everyday Life 26



Treasuring Everyday Life









 ₂


















27



Treasuring Everyday Life 28



Treasuring Everyday Life

（1）領域の水平的拡大

領
域
の
垂
直
的
拡
大

（2）

（3）経営基盤の強化

ありたい姿
（ソリューション ブランド）

現状の姿
（家庭用品ブランド）

●

●

●

●
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2025年 2030年

事業を通じた社会課題解決

持続可能な地球環境への貢献
CO₂排出量の削減（スコープ1,2）※1 グループ全体で40％削減（19年比） グループ全体で50％削減（19年比）

使用電力の再生可能エネルギー比率の向上 グループ全体の電気使用量の30％ グループ全体の電気使用量の45％

ライフサイクルアセスメントの実施・改善 ※2 ライフサイクルにおける環境負荷の分析と課題抽出
環境負荷低減に向けたライフサイクルアセスメントの
継続的改善

リサイクル率の向上(産業廃棄物削減) ※3 リサイクル率 90%（総重量比） リサイクル率 90％以上（総重量比）

海洋プラごみ削減への貢献
グループにおける社内ペットボトルゼロ運動の継続
自治体等との連携推進

グループにおける社内ペットボトルゼロ運動の継続
自治体等との連携推進

社会課題に対応する商品・サービスの提供

商品の安全性と品質の追求 生産開発体制の充実
設計に起因する重大製品事故の発生件数ゼロ
VOCフィードバック体制の強化(特に海外向け商品) ※4

設計に起因する重大製品事故の発生件数ゼロ

リサイクルを前提とした設計・開発 リサイクルについての設計基準の整備 商品開発フローでの管理体制の構築と運用

省エネ性能を向上させた商品の展開 省エネ法(炊飯器)達成率　102% ※5 省エネ法(炊飯器)達成率　102%

環境配慮型プラスチックおよび再生材の使用率向上 プラスチック総使用量の10%以上 プラスチック総使用量の20%以上

みまもり事業の拡大
ポット契約者20%増(22年比)、
新機能追加(フレイル(※7)予測等)

ポット契約者70%増(22年比)、
ポット以外のみまもりスタート

ボトル領域の拡大 マイボトル利用の促進につながるサービスの事業化 マイボトル利用の促進につながるサービスの事業化

第三者知的財産権の侵害回避 被訴訟件数ゼロ 被訴訟件数ゼロ

模倣対策の推進 重点地域(中国、タイ)における模倣品摘発体制の確立 アジア地域における模倣品摘発体制の確立・強化

持続可能なサプライチェーンの実現 CSR調達の推進 ※8 CSR調達方針の国内サプライヤーへの定着 CSR調達方針の全サプライヤーへの展開と定着

社会貢献活動の推進 「食と健康」「環境」「教育」の分野での取り組み
既存の取り組みの充実・見直し
新規取組みの検討

既存の取り組みの充実・見直し
新規取り組みの検討

※1　スコープ1とは、自社での燃料の使用や工業プロセスによる直接排出量。スコープ2とは、他社から供給された電気、熱、蒸気を使用した事による間接排出量。
※2　ライフサイクルアセスメントとは、ある製品やサービスの原料調達から廃棄・リサイクルに至るまでのライフサイクル全体を通しての環境負荷を定量的に評価する手法。
※3　回収した製品のリサイクル率。 ※4　VOCとは「Voice of Customer」の略。お客様の声を指し、お客様からの意見や要望、アンケート結果などを総称したもの。
※5　省エネ法で定めた省エネ性能の向上を促すための目標基準の達成度合い。（全体加重平均） ※6　CSⅤとは「Creating Shared Value」の略。「経済的価値」と「社会的価値」を同時に実現する考え方。
※7　フレイルとは、加齢に伴い心身が衰えた状態のこと。 ※8　CSR調達とは、社会的責任の観点から調達先を選定したり調達条件を設定すること。

CSV事業の拡大 ※6

知的財産の保護

重要課題 目標
目標値（KPI）

脱炭素社会の実現

環境負荷や生物多様性への配慮

環境配慮型商品の開発
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2025年 2030年

経営基盤の強化

価値創造にチャレンジする人材/職場づくり
女性管理職比率の向上 6%（単体） 15%（単体）

障がい者法定雇用率の確保 法定雇用率 2.3%（単体） 法定雇用率 2.3%（単体）

男性の育児休業取得率の向上 30%（単体） 50%（単体）

従業員エンゲージメントの向上 継続的向上 ※9 継続的向上

ワークライフバランスの実現（総実労働時間の削減） 時間外労働　2022年比5%削減（単体） 時間外労働　2022年比10%削減（単体）

有給休暇取得率の向上 70%（単体） 80%（単体）

健康経営優良法人の認定 認定取得　 -

経営目標の達成に必要な人材の
育成・獲得

中核人材の安定的確保と多様な人材の活躍推進
（女性・外国籍・中途採用等）

多様な人材の採用強化と労働環境の整備 多様な人材の採用継続

ステークホルダーに信頼されるガバナンス体制の確立
取締役会の実効性向上 実効性評価・検証 実効性評価・検証

CSR・コンプライアンスの徹底
半期毎のCSR委員会/コンプライアンス委員会による
モニタリング実施
重大なコンプライアンス違反ゼロ

半期毎のCSR委員会/コンプライアンス委員会による
モニタリング継続
重大なコンプライアンス違反ゼロ

リスク管理体制の強化
四半期毎のリスク管理委員会によるモニタリング実施
事業継続計画の策定

四半期毎のリスク管理委員会によるモニタリング継続
事業継続マネジメント体制構築

情報セキュリティ対策の推進 重大な情報漏洩ゼロ 重大な情報漏洩ゼロ

株主・投資家との信頼関係の構築 適時適切な情報開示とIR/SRの強化
投資家とのコミュニケーション機会の増加
非財務情報の開示の充実

投資家とのコミュニケーション機会の増加
非財務情報の開示の充実

修理:76%以上 修理:80%以上
電話問合せ:70%以上 電話問合せ:80%以上
サポートHP:75%以上 サポートHP:80%以上

※9　2023年より外部機関によるエンゲージメント調査を定期的に実施し、その結果が前回調査時より向上していること。

目標値（KPI）

人権の尊重／
ダイバーシティ＆インクルージョンの推進

労働安全衛生・健康経営の推進

公正かつ透明性・実効性の高い
ガバナンス体制の構築

お客様満足度の向上
アフターサービス満足度の向上
（外部機関でのお客様満足度調査ベース）

重要課題 目標
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証券コード:7965（東証プライム）

将来見通し等に関する注意事項
本資料につきましては投資家の皆様への情報提供のみを目的としたものであり、売買の勧誘を目的としたものではありません。

本資料における、将来予想に関する記述につきましては、目標や予測に基づいており、確約や保証を与えるものではありま
せん。将来における当社の業績が、現在の当社の将来予想と異なる結果になることがある点を認識された上で、ご利用ください。
また、業界等に関する記述につきましても、信頼できると思われる各種データに基づいて作成されていますが、当社はその正確性、完全
性を保証するものではありません。
本資料は、投資家の皆様がいかなる目的にご利用される場合においても、お客様ご自身のご判断と責任においてご利用されることを前
提にご提示させていただくものであり、当社はいかなる場合においてもその責任は負いません。

IRに関するお問い合わせ先

象印マホービン株式会社

電話:06-6356-2368
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